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れ神経刺激前と刺激中に透析液を採取した。 MgS04投与量は、 low dose; 25 jtzmol/kg/min、 high
dose; 50〃mol/kg/minとし、また、 S042-の影響を調べるた桝こ、 Na2S04静脈内投与の前後で同様
の実験を行った。








[結果】プロトコール1 : Low-dose MgSCHの投与により、血清Mg.2+濃度は0.9tnMから2.5皿Mに上
昇し、神経刺激前の心拍数、平均血圧は低下したが、神経刺激による心拍数の低下、平均血圧の
上昇に変化はなかった。神経刺激によるACh分泌応答は変化しなかったが、 NE、 Epi分泌応答は
20-30%抑制された。 High-dose MgSO4の投与では、血清Mg.2+濃度は0. 9mMから3. 8mMに上昇し、心
拍数、平均血圧はさらに低下し、神経刺激による心拍数、平均血圧の応答も減弱した。 ACh分泌
応答は25%、 NE、 Epi分泌応答は45-60%抑制された。 Na2S04の投与では、心拍数、平均血圧なら
びに、神経刺激によるそれらの応答も変化せず、 ACh、 NE、 Epi分泌応答も変化しなかった。
プロトコール2 :ニフェジピン局所投与により心拍数、平均血圧、 ACh分泌応答は変化しなかっ
たが、 NE、 Epi分泌応答は30-45%抑制された。その後のIow doseのMgS04投与により、刺激前














L-type Ca2+channel blockerであるニフェジピンの局所投与下で、 low-dose Mg2*はACh、カテコ
ラミン分泌応答に影響を及ぼさなかったが、 high-dose Mg2*はACh分泌応答を抑制し、 NE、 Epi分
泌応答をさらに抑制した。このことから、節前の副腎交感神経終末に比べて、節後の副腎髄質ク
ロマフィン細胞の方がMg2+の影響を受けやすい原因は、 Ca2*channelのタイプの違いによるもので
あり、 L-type Ca2+channelはnon L-type Ca十channelよりMg2十の影響を受けやすいと推察された。
【結静】 Mg2+静脈内投与は、副腎髄質において節前の副腎交感神経終末と節後の副腎髄質クロマフ
ィン細胞の両部位に作用し、節前のACh分泌と節後のカテコラミン分泌の両方を抑制するが、
L-type Ca2*channelにより制御されているカテコラミン分泌は、 non L-type Ca24channelにより
制御されているACh分泌よりMgかの影響を受けやすいと考えられた。
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マグネシウム(Mg)による交感神経抑制作用機序を明らかにする目的で、副腎からのカテコ
ラミン(CA)分泌に焦点を絞り、ラット副腎交感神経刺激で生じるアセチルコリン仏ch)およ
びCA分泌量をマイクロダイアリシス酷で測定し、以下の結果を得た0
1)低用量(25 ¥xmoVkg/min) MgSQiの静注により心拍数及び血圧は低下した。神経刺激
による心拍数低下、血圧上昇及びACh分泌には影響なく、 CA分泌を20-30%抑制した。
2)高用量(50 p-mol/kg/min) MgS04の静注により心拍数及び血圧はさらに低下した。神
経刺激による心拍数や血圧の変化も減弱し、 ACh分泌量を25%、 CA分泌を45-60%抑制した。
3)ニフェジピンの局所投与により、神経刺激によるACh分泌には影響なく、 CA分泌が抑
制された。さらに低用量MgS04を静注してもCA分泌には変化なく、高用量MgS04ではACh
及びCA分泌を共に抑制した。
したがって、 Mgは副腎からのCA分泌と支配神経からのACh分泌を共に抑制するが、 L型
Caチャネルにより制御されるCA分泌の方を、非L型Caチャネル柱より制御されるACh分
泌よりも強く抑制す尋。
本論文は、 Mgによる交感神経抑制機序について新しい知見を与えたものであり、最終試
験として論文内容に関連した試問を受け合格したので、博士(医学)の学位論文に値するもの
と認められた。
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